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商主義者7 リ← Yズ (Malynes)の7りストテレスを援用したつぎの言が証明
しているだろう。
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ウィリアム征服王〔在位1066-1087年〕は標準銀 (Standardsilver or ster-
ling silver) (1トロイ・ポγ ド重量あたり純銀11オ Yス 2ベンス含有。 11
OZ. 2 dwtと表示。 dwtはデナリウス・トロイ・重量) 1タワー・ポンド(1
タワー・ボンドは 1トロイ・ポンドより 6tパーセント軽い〉から 240個のベ
ニー貨を作った11)0 1タワー・ポンドが5400トロイ .yレイ y (grain) であ
ったから lベンス貨は 22.5グレインの重量をもっていた。この 1:240の分割
シλテムはヨーロッパ全域をおおう一般的現象であったと思われる。たとえば.
低地諸邦の 1ポンド .y戸 ト (groat) も当時は 240グロートであったし，
10) 恥1alynes，Canker， ibid.， p. 15-16 
11) Feavearyear，前掲，邦訳， 20ベーク。
中世イングランドの鋳貨 (479) 155 
フランスでも 1livre tournols=240 deniers tournoisであった。ロンパノレデ
ィアも 1lira di imperia1i=240 imperialiであった12)。また，イギリスでは
中世初期にはベニー貨のみが実在であり， ポ Y ドなりシリ Y グなりは実在せ
ず， たんなる計算貨幣 (imaginary money or money of account)にすぎ
ず，それぞれ240d. べγ見入 12d を表していた。中世初期には lベニー貨
よりも小さな銀貨は存在せず， エドワード l世(1272-1307年〉の治世ではじ






































1344年にエドワード 3世が 266個に， 1346年に 270個， 1351年300個， 1411年
へンリー 4世が360個， 1464年エドワード 4世が450個と，計数と重量とは完
全に分離することとなったG エドワード 4世のとき白 1ベン月貨は 22.5グレイ
ンになってしまっていた。すなわち 1タワー・ポンドは計数で 20s目〈シリン
グ〉でな<)375. 6d，になったことになる。また造幣局に 1タワ ・ポンドを差
出した人は 1344年に 21s 受けとっていたが， 1464午には 33s 受け取ったの
である。ただし純度の下げはなかった。つねに 11oz. 2 dwt. (1000分の回5)
の純分をスターリング銀は保勺ていて，ヘンリ -8世の治世を例外として，こ
れは1920年まで守られていた凶c これら悪鋳のいずれもが，商人や議会の貨幣






伝統的な重量 (8世紀から 991年頃まで〉・.....・ -…・…・・24.0日
(田l年頃から 1275年頃まで〉…・ ・ 日 …22.50 
1275年頃・・・ -ー …ーー..................... ー 22.00 
1343年・圃 ・ーー ー ・ ・ー ・ ......20.30
1345牛 .• .ー..............，...・ ・・・ ・ ・ 20.15 
1346年ー ー ・ ーー ・ー・・H ・a・...20.00








1552年・ー・(1ポンドあたり純度は 1オンス 1ベニー重量〕 ・・.8.00 
1560年υ ・ー(もとに戻す〉…ー 日・・・....・・ ....................8.00
1601年.............. ・ー ……・............ ー ー 7.80 
1816年……・…・………“・… …............ ・ー… 7.27






























輸出される羊毛1袋ごとに 1オ Yスの金をロ y ドン塔に持ち込むべきこと，こ











18) 向上， 49ベー ~o
19) de Roovcr， Gresham， op. cit.， p.13 
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もこれまでのものと悲しいほど同も理由に基くものであった2ヘ表1にもある








1543年。標準銀純度を 1ポンド・トロイあたり 11OZ. 2 dwt (oz = ounce， 
dwtニdcnariusweight or penny weight)から 100z に下げた2υ。さらに，











1546年以降，純銀1ポンドは.，7.4s に鋳造され，鋳造税が.， 4. 48 にも増
大したのに，地金持ち込4者には.，3しか渡さなかったのである。このあとイ
ンフレと地金供給不足深刻化が生じる。
20) Ruding. Rogcrs， Annals 0/ the Coinα.ge 01 GII:ut Britaln and its Dependencies， .3vols， 
3 rded.， London， 1840. r， p.254 
21) Hawtrey， R. G.， Currency and Credit， New York and London， 1923， p.288 
160 (484) 第136巷第4号






















まsま £鋳造s税d 鋳£造s価格d 
2 5 0 1 0 2 4 0 
2 8 0 8 0 2 。
2 8 0 1 。 1 8 0 
2 8 0 町， ". •. 
4 16 0 
3 12 0 .ー. ... .. 
3 12 0 . . . - ーー
3 。 1 0 2 19 0 












られ， 1邑51年発行のナλ トーン貨などは 6分の 1になったほどである。加えて，
この10年間に発行された種々の鋳貨がなお流通していたために， 16C半ばの
22) t"bid.， p. 293. 






になる。 1553年メアリ一女王は兄ベインのフィリ v フ@皇太子と婚約Lて30万ダ




ものは 4Y， dに， 20グレインのものは 2;{dー に下げたのである。 1560年11月
には鋳造価格を.，2.188.6d. (1トロイ・ボンド標準銀)に下げ， 新シリン











とって， 貨幣不足， 貨幣渇望は依然として眼前の事実だったのである。 エリ
ザベスは， 1601年に貨幣不足に対処するためにこれまでの政策とは反対に鋳造
価格(1トロイ・ポンドあたりを再び.， 3に上げ， シりング貨を 88%，から
23) de Roover， ot. cit. pp. 65-66. 




イングヲンドでは Iサクソ γ時代から18世紀までポ γ ドは銀本位によるも



















24) ibid.， p.69. 
25) Feavearyear，前掲，邦訳， 33へー ジo
26) Malynes， C，卸lter，op. cit.， p.22 
27) Feavearyear.前掲1 邦訳， 36ページ。
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ていた。 13世組中頃にはこれに代わってフローレ γスのフローリ γ金貨が支配
するようになる(1252年発行)0"1ングヲ Yドもこれにならって，へンリ -3
世〔在位1216-1272年〕が1257年にベニー金貨を発行し 1ペニー金貨 (20d.) 

















ζ のフローリン金貨にはスターりング表示で 3s.がイタリ 7商人によって要
求されていた。これは，エドワード 3世がフロ νyスの銀行から数十万フロ




29) Villari. Pasquale， The T1αo First Centuriω01 Floreπtine History， London， 191)8， p.331 
30) Feavearyear，前掲，邦訳.37-38ページ。
164 (488) 第136巻第4号




どうか， というのが=1ワード 3世の思いつきであった。フローリン金貨の 2
倍の重量をもっイ γグランドのフローロン金貨を 6sとし， その半分の重量を





















中世イングランドの鋳貨 (489) 165 
表 3 金貨の略史
鋳貨名 年 *，屯 度 Icト量戸イ・グレイ白ン)1額s 面d 
ベニー貨 1257 純 金 45.0 1 8 
1265 " " 2 O 
プローリン貨 1343 I " 108.0 6 O 
ノーブル貨 1担4 : 23カラット3Yzグレイン 136.7 6 8 
1412 " 108.0 6 8 
1464 " " 8 4 
リヤル貨 1465 " 120.0 10 。
1544 " " 12 。
エンジz ル貨 1465 " 80.0 6 呂
1611 H 71.1 11 O 
ソヴりン貨 1489 " 240.0 20 。
1601 22カヲ世ト 171.9 20 。
2ソグリ γ貰 1489 23カラット3){".レイン 180.0 40 O 
クフウン貨 1545 22カラット 48.0 5 。
1546 20カラット " " 
ジフョージ・ノ
ール貨 1526 23カラット3Yzグレイン 71.1 6 8 
3ソヴりソ貨 1549 22カラット 508.2 60 。
1642 " 421.5 60 。
ユナイト貨 1604 " 154.8 20 。
1661 " 140.5 23 6 
ギニー貨 1663 " 129.4 20 。1699 " " 21 6 
1717 " " 21 。
ソヴり γ貨 1816 " 122.274 20 O 
(出所-)Feavearyear，邦訳， 453-54ベージ。
166 (490) 第136者第4号




てしまったりである。それにし Cも，ビッグ・ λリーによってエドワード 3世















のらしし、。これは， のちにマロ ンズ， ξ ツ己ノレデン (Mi田 elclen)，マγ
(Mun)らのいわゆる初期重商主義論争の種本になったものである。この覚書
きは‘ FOIthe Understancling of the Exchange' とL、うタイトノレをもち，
de Roover， Gresh即 n0ゆ'lForeign Exchange， Harvard， U. P.， 1948，の巻末に
33) Villan~ Giovanni， CTonica， Florence. 1945. Libro XI. cap. 88 
34) de Roover. Gresham， o.ρ. cit. p. 17目


























35) ibid. p. 10 
36) ibiヒi.，p. 11 


















リー γグで返済し，そのときには 1フローリン =3s のνートで返済するとの




も有刺な取引きであっただろう o イングヲ γ ドはつねに不利な立場に置かれて
いる， というのが当時のイングランド人の共通認識であった叫。旧い使用令
(国産品輸出義務〉を何度も強化したり， 1487年には仮空手形 (dry ex-
change) を禁止したり， 1531年には為替業務を国王の許可制にしたり， 等の
38) Buckley， H. 'Sir Thomas Gresham and the Foreign Exchanges'， Economic.Journal， XXXIV， 
1924， p. 594 
39) Lipson， E. The Economic H凶 ory01 England， London. 1934， II， p.81 










そこで， どうすれば，為替の問題を解決できるのか，の諮問委員会が， 1564， 
1576， 1586， 1600， 1621年と開かれ，ここに初期重商主義論争が開始されたの












40) de Roover. Gγesham， op. ciι. pp. 181-82 
41) Tawney， R. H.. IntroductioIl to Thomas WiLson， A Discourse upon Usury. London， New 
York， 1925， p. 146 
42) de Roover， Gresham，坤 cit.，p. 187 




して， 少な〈とも 1万ポY ドをアントワープの王室のファクタ (factor 王
室にかわって，借入れ，支払い業務を委託された人〉に託L，もし，アントア
ープでりロ γ ドン宛手形の売り圧力が強すぎれば(スターリングの為替レート





















41) ibid.， pp. 225-27. 





グレシャムは1553年 5月にも同様の強硬措置をとっているo このときは 7万ポ
Y ドもグレシャムは入手し， 1スターリング貨あたり 23s. 4 d. p' p ートの支

















45) ibid.， pp. 219-22 
46) Burgon， Joho William， The Life and Times of Sir Thomas Gresham， 2 voJs. Lonond， 
1839. 1， p. 9. 
47) de Roover， Gresham. op.叫.pp. 223-25. 


























49) Misselden， Edward， Free Trade 1622， p.106. 
50) de Roover. Gresh酎 η，op. cit.， p.266. 
51) Man， Thomas， England's Treasure by Foreign Tradeら1664，渡辺源次郎訳， w外国貿易に
よるイングランドの財宝』東大出臣告， 1965竿。
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52) de Roover， Gresham， op. cit.， p-p. 262-65 
